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あらまし：統一モデリング言語(UML)は，システム設計を学ぶ上で必須の知識だが，初学者の教育は難し

い．本研究では，部品からの再構成を通してUMLの作成プロセスを支援する学習支援システムを開発し，

授業で実践的に利用して学習効果を評価する．UML の典型的な学び方は，見本の UML を見せ，理解さ

せ，同様に作ってみさせることだが，UML の読み取りは簡単ではない．本研究で開発するシステムは，

見本の UML を分解し学習者に再構成させることにより，UML の構造を可視化・操作可能化して UML の

読み取りを支援するとともに，作成した UML の即時的な診断・フィードバックを実現し，UML の作成

を総合的に支援する． 
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1. はじめに 

 本研究では，部品からの再構成を通して，UML の

構造を可視化・操作可能化して支援するとともに，

作成した UML の即時的な診断・フィードバックに

より，UML 作成を総合的に支援する教育を開発する．

以下，再構成を通した UML 学習と，そのような学

習を実現するシステムについて述べる． 

 

2. 再構成を通した UML学習 

 複雑化したシステムをわかりやすく記述する統一

モデリング言語として登場したのがUMLであるが，

プログラミングを初めとして様々な知識が必要とな

るため，初学者の教育は難しいとされる（1）．UML の

典型的な学び方は，見本の UML を見せ，理解させ，

同様に作ってみさせることだが，その読み取りは簡

単ではなく，複雑な記述規則をもつため学習段階で

多くの時間を要する（2）．また，モデリングの正解は

複数あり得るため作った UML が正しいかの判断が

難しい（3），といった指摘がある．  

 再構成法は，学習対象を部品化し，学習者に再構

成させる学習法であり，読み取りに有用なことが知

られている（4）．見本の UML を学ぶ方法として，見

せて理解させるのではなく，UML を分解して部品化

したものを再構成させれば，読み取りに有用と考え

られる．再構成法を用いた学習環境として，キット

ビルド概念マップ（4）がある．このシステムでは，学

習対象の概念マップを作成し，それを分解して部品

化し，学習者に再構成させる．学習対象を構成する

部品の可視化・操作可能化と，複数の正解があり得

る概念マップにおける診断・フィードバック機能を

実現しており，教育現場での実践利用を通じて，再

構成は大学生にとっても簡単でなく，また，学習対

象の読み取りに有用なことが確認されている．キッ

トビルド概念マップで行える再構成のように，見本

の UML を部品から再構成させれば，学習者の UML

理解を可視化・操作可能化して UML 作成プロセス

を支援するとともに，作成した UML の即時的な診

断，フィードバックを備えた学習環境を実現できる． 

 

3. システムの設計 

 本研究の目的は，UML の部品からの組み立てを，

即時的な診断，フィードバックを伴う形で，コンピ

ュータ上で明示的に操作し再構成して完成形を作る

演習として実現し，教育現場での実践利用を通じて，

UML 作成支援の学習効果を評価することである．そ

のために，(i) UML の再構成を明示的・操作的に行え

る学習環境の設計・開発，(ii) この課題を取り込んだ

授業設計，(iii) 研究代表者が所属する高等専門学校

（以下，高専）の授業における実践と評価，(iv) 他

高専および高専以外の教育現場での実践，を行う． 

 図 1 に，UML の再構成演習の例を示す．UML

モデリングの対象となるシステムは「システムの振

る舞い」のように振る舞うとし，この振る舞いから

ユースケース図を作成することが演習のゴールとな

る．まず(1)で教授者は完成形の UML を作成する．

(2)で，作成した UML を分解し部品化して学習者に

提供する．(3)で，学習者は提供された部品を操作し，

システムの振る舞いに合う UML になるように再構

成する．ここでは教授者が作成した UML の部品を

再構成するので，教授者の UML を学習者がどの程

度理解しているかが表現されることになる．(3)では，

関与の欠落，関与の誤りが計 4 箇所あるが，最後に 
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図 1 UML の再構成演習 

 

(4)で，教授者の UML と，学習者が再構成した UML

がシステムにより比較され，差分が抽出される．実

線は再構成を誤っている箇所，破線は再構成できな

かった欠落箇所である．これらの箇所は，システム

により診断された，学習者の UML 理解であり，そ

の修正を促すことはフィードバックになる． 

 

4. 今後の予定 

 今後，キットビルド概念マップシステムの機能拡

張を行い，UML の部品からの組み立てが行えるよう

にする．開発したシステムは，教育現場での実践的

な利用を通して，その教育効果を示していく予定で

ある． 
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(3) 学習者が UML を再構成 

（システムの振る舞い） 
顧客係は注文管理システムで登録画面を表示し，注文を登録する．登録した注文は，照会画面で照会で
きる．配送事務係は注文を照会し，配送準備を行う．注文を登録するときは，顧客情報，在庫情報が参
照される．顧客情報は顧客情報管理システム，在庫情報は在庫情報管理システムが管理している． 

※ ユースケース図の例は（株式会社オージス総研 1998）に基づく 

注文管理システム 

サブジェクト 
システムの振る舞いから，UMLの構成要素（アクター，サブジェクト， 

ユースケース，関与）を考えて，UML を作成 
アクター，サブジェクト，ユースケース，関与，の構成要素ごとに部品化 

アクター，サブジェクト，ユースケースの関与を考えて，UMLを再構成 

関与が欠落 

関与が誤り 

関与が欠落 

欠落は破線，誤りは実線で差分抽出 

欠落は破線 
誤りは実線 
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